
６
月
議
会
報
告

原
発
事
故
の
影
響
が
真
鶴
に
も
！

議会を傍聴してみませんか
次の定例会は
　9月14日㈬～16日㈮の予定です。

　
同
意
第
1
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
に
、
玉
井
一
好
氏

を
選
任
　
　
　
　
　  

全
員
同
意

  

　
議
案
第
24
号

神
奈
川
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
に
神
奈
川
県
町
村
情
報
シ
ス
テ
ム

共
同
事
業
組
合
が
加
入 

　
　
全
員
賛
成 

 

　
議
案
第
25
号

役
場
窓
口
の
手
数
料
条
例
の

中
に
電
算
化
を
規
定 

　
全
員
賛
成 

〈
説
明
〉　
戸
籍
原
本
の
電
子
化
に
伴
う
証
明
書

の
発
行
が
で
き
る
よ
う
に
、
条
例
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。
窓
口
業
務
の
手
数
料
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

  

　
議
案
第
26
号

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
の
上
限
を
現
行
の
50
万
円

か
ら
51
万
円
に
変
更    

全
員
賛
成 

〈
説
明
〉
国
の
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
他
に
も

国
民
健
康
保
険
税
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
が

13
万
円
か
ら
14
万
円
に
、
介
護
納
付
金
が
10
万

円
か
ら
12
万
円
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

  

　
議
案
第
27
号

一
般
会
計
の
補
正
予
算  

全
員
賛
成 
  

歳
入
・
歳
出
の
総
額
５
８
０
万
4
千
円
の

追
加
で
す
。 

　
主
な
歳
入
の
増
は
、基
金
の
取
り
崩
し
１
，

３
１
３
万
1
千
円
で
す
。主
な
歳
入
の
減
は
、

国
庫
負
担
金
1
，６
７
６
万
1
千
円
で
す
。 

　
主
な
歳
出
の
増
は
、
美
化
セ
ン
タ
ー
（
ご

み
処
理
焼
却
場
）
へ
衛
生
組
合
負
担
金
と
し

て
５
３
９
万
円
で
す
。
主
な
歳
出
の
減
は
、

児
童
福
祉
費
４
５
９
万
8
千
円
で
す
。 

〈
説
明
〉
美
化
セ
ン
タ
ー
で
補
修
工
事
が
必
要

と
な
っ
た
ほ
か
放
射
線
測
定
器
の
購
入
の
た
め

に
40
万
円
の
支
出
で
す
。
児
童
福
祉
費
が
減
っ

た
の
は
子
ど
も
手
当
の
支
給
額
が
減
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。 

 
〈
質
疑
応
答
〉 

村
田
　
放
射
線
測
定
装
置
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
を
購
入
予
定
か
。 

町
長
　
一
台
10
万
円
程
度
の
簡
易
型
を
4
台

ほ
ど
考
え
て
い
ま
す
。学
校
な
ど
に
配
備
し
、

貸
し
出
し
用
も
考
え
て
い
ま
す
。 

村
田
　
節
電
の
た
め
に
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の

使
用
は
ど
う
す
る
の
か
。 

教
育
長
　
学
校
の
エ
ア
コ
ン
は
節
電
を
踏
ま

え
て
指
導
し
ま
す
。 

青
木
（
繁
）　
放
射
線
測
定
器
は
、
10
万
円

程
度
で
は
大
し
た
役
に
立
た
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
東
電
や
国

に
対
し
て
購
入
費

の
助
成
を
求
め
る

考
え
は
。 

町
長
　
ま
ず
、
一
番

に
は
町
民
や
子
供
の

安
心
・
安
全
を
確

保
す
る
た
め
の
情
報

公
開
が
必
要
で
、
町

単
独
で
も
常
備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

神
野
　
最
終
処
分
場
の
汚
染
は
大
丈
夫
か
。 

上
下
水
道
課
長
　
県
の
ほ
う
で
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
高
い
値
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
湯

河
原
の
処
分
場
か
ら
出
た
も
の
は
場
内
で
ス

ト
ッ
ク
し
て
あ
り
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
の
制
定
　
報
告
６ 

20

㈮

20

 
 

｠ 

真
鶴
町
議
会
に
お
け
る
『
議
会
基
本
条
例
』

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
議
会
運
営
に
お
け
る

最
高
規
範
と
位
置
づ
け
、
本
条
例
に
抵
触
す

る
条
例
、
規
則
、
規
程
等
を
制
定
し
て
は
な

ら
な
い
と
し
た
。 

21

 
 

｠ 

本
条
例
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
の

検
討
を
議
会
運
営
委
員
会
に
義
務
付
け
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
全
議
員
に
よ
り
改
正
を

含
め
た
適
切
な
措
置
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

｠ 

17

㈮

　『
議
会
基
本
条
例
』
に
つ
い
て
の
認
識
を

再
確
認
す
る
目
的
で
、
勉
強
会
を
開
催
。 

　
講
師
に
関
東
学
院
大
学
法
学
部
教
授 

出

石 

稔
氏
を
招
く
。 

｠ 　『
議
会
基
本
条
例
』
は
、
議
会
運
営
の
根

幹
で
あ
り
規
範
で
あ
る
。 

｠ 

町
民
の
付
託
を
受
け
た
町
長
と
議
会
が
、

対
等
な
立
場
で
政
策
を
議
論
し
決
定
す
る
。

ま
た
、
執
行
状
況
の
監
視
機
能
の
大
切
さ
を

確
認
し
た
。 

　
更
に
、
議
会
と
し
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
責
務
と
、
議
員
と
し
て
の
責
任
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
確
認
す
る
機
会
と
な
っ
た
。 

｠ 

21

㈭

　
６
月
17
日
の
研
修
会
内
容
の
復
習
と
そ
れ

を
踏
ま
え
た
条
文
の
検
討
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
岩
本
　
克
美

定例議会　平成23年度　質疑

美化センター

議会だより まなづる Vol.32

3

真鶴地域情報センター
でも議会中継をしてます。


